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鹿児島における新しいソーシャルビジネス
鹿児島天文館総合研究所Ten-Lab
??
富津拓志＊
１．はじめに
近年，ソーシャルビジネスや社会的企業という言葉をよく目にするようになった。ソーシャルビジネス
とは，ビジネスの手法で社会問題を解決しようとする活動を指す。近年では，政府が2008年からソーシャ
ルビジネス研究会を発足させ，複数の省庁でソーシャルビジネスの推進事業が実施されるなど，注目が集
まっている。
ソーシャルビジネス，または社会的企業の存在が広く意識されるようになったのは，バングラデシュに
あるグラミンバンクの成功が大きいだろう。グラミンバンクは1983年に当時チッタゴン大学の教授であっ
たムハマド・ユヌス氏によって創立された銀行である。彼は貧困層の女性に少額の無担保融資を行い，事
業化を促すことで貧困層の収入を増加させ，生活水準を改善することに成功した。現在では，この「マイ
クロクレジット」と呼ばれる手法は，発展途上国のみならず先進国でも採用されるようになっている。こ
の功績によってユヌス氏が2006年にノーベル平和賞を受賞したことは，ソーシャルビジネスへの関心を高
める大きな要因となった。（ユヌス氏は今年５月，バングラデシュ政府からの圧力を受けて同銀行の総裁
を辞任した｡）
だが，グラミンバンクが注目されたのは，従来にない金融手法で貧困層を救ったことだけが理由ではな
い。グラミンバンクは1974年にユヌス氏が個人的に始めた活動を出発点として，現在では１年間の貸出額
が14億ドルを超える規模に成長している。さらに貧困層に特化した事業でありながらほとんどの年で黒
字を計上している。それまでは慈善の対象としか見られていなかった人々をビジネスのパートナー（この
場合は融資先と預金者）とすることが十分可能なこと，そしてそのようなビジネスが成長′性・採算性の両
面で大きな可能性を秘めていることを明瞭に示したことが人々を驚かせたのである。
近年，日本でもソーシャルビジネスに対する関心が高まっている。その背景には，社会問題に対する従
来型の対処法，すなわち行政や無償のボランティア的な活動だけでは解決困難だと思われる課題が増えて
きていることがある。たとえば，少子高齢化や過疎に伴って顕在化している障害者や高齢者の介護や子育
て支援，それにホームレス等の自立支援といった生活上の支援には，きめ細かい対応が必要になる一方で，
ボランティアやご近所さん同士の相互扶助に頼り続けることにも限界がある。また，地域活性化や地域産
業の振興の面でも，経営感覚を持って新事業・雇用創出に取り組む姿勢が求められている。そして何より，
このように画一的でなく個別具体的な対応が迫られる課題が増えているにも関わらず，行政にはこれに応
ずる余力はない。そこで，これらの課題に持続的・自立的に取り組める手法として，ソーシャルビジネス
に注目が集まるようになったのである。
＊本学経済学部・大学院経済学研究科准教授
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2008年４月に経済産業省から出された「ソーシャルビジネス研究会報告書」の試算では，全国のソー
シャルビジネス事業者数は約8000,雇用規模は約3.2万人，市場規模は2400億円とされている。ちなみに，
ソーシャルビジネスが活発だと言われるイギリスに関する調査では，55,000事業者，雇用数77.5万人，市
場規模270億ポンド（当時の為替レー トで約5.3兆円）とされている。イギリスの人口は約6000万人だから，
日本の人口がイギリスの人口の約２倍であることを考えると，日本でも今後伸びる余地が大きい活動領域
だと言うことができる。
2．日本におけるソーシャルビジネスの事例
ここでは２つの事例を挙げてみたい。
2-1．有限会社ビッグイシュー日本（大阪市）
ビッグイシューは路上生活者（ホームレス）の自立支援を行っている会社である。ホームレスの自立支
援活動を行っている団体は少なくないが，その多くは職探し・家捜しの手伝い，炊き出し，避難場所の提
供，医療保健サービスやカウンセリングなどが中心である。これに対して，ビッグイシューでは，隔週刊
の雑誌「ビッグイシュー日本版」を発行し，それを路上生活者に街頭販売してもらうことによって，収入
の機会を提供することを主な事業としている。
その仕組みは次のようになる。
路上生活者が「ビッグイシュー日本版」の販売者になると，会社は最初の10冊を無料提供する。これを
売り切ると，その売り上げの3000円を元手にして次からは１冊140円で仕入れる。「ビッグイシユー日本版」
の定価は300円だから，１冊売るごとに160円が収入となるわけである'。
売られている「ビッグイシュー日本版」はデザイン性が高く，有名人のインタビューや各界の著名人が
寄稿するなど，見所・読みどころの多い雑誌であり，愛読者も少なくない。たとえば，2011年の特別イン
タビューには，映画「ハリー・ポッター」主演のダニエル・ラドクリフ，ウイリアム王子，将棋の羽生善
治氏などが登場しているし，連載コラムにはエコノミストの浜矩子氏や作家の雨宮処漂氏などが寄稿して
いる。慈善事業としての雑誌販売ではなく，あくまで定価に見合う市場価値を持つ雑誌を作るという姿勢
であり，一般の雑誌と異なるのは，ただ販路がホームレスによる街頭販売だというところだけである。
「ビッグイシユー」は，元々1991年にロンドンで創刊された雑誌だが,「日本版」の発行は2003年に始まっ
ている。創刊当初は誰からも「反対する理由はトラックー杯分くらいある」「１００％失敗する」などと言わ
れたそうである２．だが現在では，東京，大阪をはじめとして北海道から鹿児島までのｌ都ｌ道２府８県に
販売が広がっている。このように，路上生活者の自立支援を採算のとれる持続可能な事業として成立させ
たところに，従来型の支援活動と異なるビッグイシューの革新性があると言える。
2-2．株式会社いろどり（徳島県上勝町）
社名よりも「葉っぱビジネス」という言葉の方が有名かもしれない。まちおこしや中山間地域の再生の
成功例としてマスメディアにも何度も取り上げられている会社である。上勝町は面積の86％が森林，宅地
がほとんどないという山地主体の町であり，人口は約2000人，高齢化率が約50％という過疎化・高齢化が
進む町である。ここでこの会社の現社長である横石知二氏は，人口の半数近くを占める高齢者の特に女性
にできる仕事を探して，高級料亭で料理の飾りとして使われる紅葉などの葉，「つまもの」の商品化にた
ｌ「ビツグイシユー 日本版販売のしくみ」http://www・bigissuejp/sell/systemhｔｍｌ
２「ビツグイシユー日本版一創刊の背景」http://www,bigissuejp/about/background､hｔｍｌ
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どり着く。だが，周囲は「そのあたりに落ちているものが売り物になるわけがない」という反応だったと
いう。事実，当初はまるで売り物にならず悪戦苦闘が続いたが，商品の研究と高齢者のやる気を引き出す
取り組みを続け，現在では年間２億6000万円を売り上げるまでになっている。
この会社の主力は70代以上の高齢女‘性である。高齢の女性向けの仕事というと作業場での単純作業をイ
メージしがちだが，いろどりでは全く異なっている。いろどりの女性たちはいわば小事業主のような存在
で，いろどりから流される必要出荷量と市況を各自が確認し，自分ができる仕事，出荷できる品物を請け
負っていく。収入はその実績に応じて変わり，参加者は毎日自分の成績と全体での順位とを確認できる。
自らの能動的な努力が目に見える成果に結びつき，同時に出荷元としての誇りを自覚することできる仕組
みが成り立っているのである。いろどりでは，このような仕組みでお年寄りの収入を伸ばし，年収１０００万
円を超える人も現れているという。
株式会社いろどりの成果で特筆に値するのは，その経済的成功よりもむしろ，高齢者が仕事を通じて輝
ける場所を作り出したことだろう。自分が役立つ「出番」を持つことで高齢者が元気を取り戻し，介護や
社会保障への依存度を減らしていく。横石氏が「産業福祉」と呼ぶこうした事業のあり方は，Ｎｅｗｓ
Ｗｅｅｋの「世界を変える社会起業家１００人」に横石氏が選出されたように国際的にも注目されている。
3．鹿児島における地域活動
鹿児島は元々地域活動の盛んな土地柄である。鹿児島県や宮崎県などの南九州では，以前から自治公民
館活動が活発に行われている地域が少なくない。たとえば宮崎県の諸塚村では，自治公民館活動を基盤と
して村民全体を巻き込む形で村づくりが行われてきたし，現在最も有名な自治公民館活動と言えば，鹿児
島県の現鹿屋市にある柳谷自治公民館（やねだん）の活動であろう。
さらに，鹿児島県では，ＮｐＯ法人の登録数が年々増加している。図ｌは鹿児島県全体の年度末ＮＰＯ法
人数の推移を示したものだが，ＮＰＯ法人数が１０年間ほどほぼ一定のぺースで増加していることがわかる。
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これらはごく限られた例にすぎないが，鹿児島県においても，近年では地域社会の課題に対して地域住
民自らが積極的に関与し，自分たちの手で地域を改善していこうとする気運が徐々に高まっているように
思われる。とりわけ，無償のボランティアや町内会活動などの旧来型の社会活動ではなく，収益‘性を積極
的に追求して自主財源を作り，自立した活動を継続させようとする取り組みも次第に目立つようになって
きている。このように，社会貢献を組織の目的としつつ，その活動資金獲得を事業として展開する活動を，
本稿では「ソーシャルビジネス」と位置づけ．以下でその一つの興味深い事例を紹介することとしたい。
4．鹿児島天文館総合研究所Ten-Lab（テンラボ）
鹿児島天文館総合研究所（テンラボ）は，「街の人のちょっとしたスキマ時間や好奇心を活用してこの
街がもっと楽しくなる／街の人がもっと元気になる仕組みをつくっていきます」をスローガンとする一般
社団法人である。このスローガンに現れているように，テンラボは，地域内にそれまでは出会うきっかけ
がなかった人々の出会いの場を作ることで，街の中のコミュニティを新たに生み出し，それを地域の活性
化につなげていくということを目指している。
現在テンラボが手がけている事業はテンドク，天文館図書館，テンビズ，そしてFromKagoshima
PrOjectの4つである。これらの活動とその運営について．テンラボの発端から順に説明していくことにし
たい。
4-1．テンラボの発端：理事長の動機と読書会
テンラボが作られたそもそもの発端は，2010年１月に始まった「天文館で朝読書TenDoku」（テンドク）
である。このテンドクは，現理事長の永山由高さんが自分自身のスキルアップのために若手ビジネスマン
を集めた勉強会を作ろうという趣旨で始めたものである。永山さんが勉強会を作ろうと考えた背景には，
永山さん自身の事情と鹿児島という一地方都市の抱える限界とがあった。
永山さんは高校卒業後に鹿児島を離れ，大学生活を福岡で送った後，銀行員として３年半を過ごした。
金融面からの地域振興という仕事にやりがいを感じていたが，リーマンショック後の金融収縮と景気後退
の中で，自らが直接地域に関与することを目指して帰郷。鹿児島に戻ってからは，人材育成・起業支援の
ＮＰＯ法人に勤めて，ＮＰＯ分野でのコンサルティングを行う充実した日々を過ごしていたが，次第に焦燥
感に駆られるようになっていった。この頃の様子を永山さんは次のように書いている。
仕事にはやりがいを感じるし，組織も自分を必要としてくれている。しかし状況を冷静に見つめる
と，投資銀行で３年半，歯を食いしばって得た知識や経験のみで仕事をしている自分がいるのです。
鹿児島に帰って身についたものといえば，銀行員時代の経験をわかりやすく伝えるというコミュニ
ケーションスキルのみ。これではまずい。自分を高める場所を作らなくては。そんな思いばかりが
募っていきました［TenDoku,2010]。
こうして学習会を始めようと考えた永山さんだが，鹿児島では一流のビジネスパーソンと出会う機会は
少なく，直接話を聞くことも容易ではない。学習会をどのように組織するかを考えていたときに知ったの
が「読書朝食会“Reading-Lab'，（リー ディング・ラボ)」の存在であった。リー ディング・ラボは「主
に平日の早朝に数名がカフェなどに集まり，オススメの本を紹介し合うという形で開催されている読書
会」であり，首都圏を中心として2000名以上の参加者を集めている。「本ならば距離は関係ない｡」こうし
て朝の読書会が始まったのである。
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4-2．テンドクのスタートと発展
読書会の初回はReadingLabln鹿児島としてスター トしたが参加者はわずか２名。その後，リー ディ
ング・ラボの発起人である加藤たけしさんの助言を受けるなどしつつ，ビジネス志向の色彩を弱めてより
多くの人が参加しやすくなる方向へ転換した。そうして生まれたのが「天文館で朝読書，TenDoku」（テ
ンドク）である。テンドクでは，紹介する本のジャンルも自由であり，事前準備も不要というスタイル
で，１ケ月に２回から３回開催されている。参加人数もすでにのべ300人を越え，本を通じて多くの人が
つながり合い，お互いの視野を広げ合うという経験を共有できる場所となっている。参加者は常連から新
顔まで毎回少しずつ異なるが，読書を通じて人や社会とつながることの楽しさに共感した人たちから運営
スタッフが生まれるなど，新たなコミュニティの創出に成功している。
単なる読書会がなぜコミュニティ創出につながっているのか。運営スタッフの言葉がこのあたりの事情
を象徴的に示しているので，少し長くなるが全文紹介したい。
■TenDokuとの出合い
昔から本が好きでした。しかし自分にとって読書は個人的なものであり，自己完結するもの。ただ
ただ，読書経験だけが積みあがっていました。そのことを意識してはいなかったのですが，今年，偶
然友人から「鹿児島市でTenDokuという読書会がある」という話を聞きました。なんだか面白そ
う！そう思い，早速参加してみることにしたのです。
TenDokuで展開されるのは，本を人に紹介して，他の人から本を紹介される。たったそれだけ。
しかし，私にはものすごく新鮮でした。読書を通じて，人と，社会とつながれたという感じ。これま
で本から得たエネルギーがぐるぐると内にたまっていたところに，ぶちつと風穴が空きました。
■本を通じて人に触れる
TenDokuは本を紹介する場です。でも実はかなり多くの紹介者が本そのものよりも，本と自分と
の関わりを語ります。だから，他の人が本を紹介するのを聞くたび，「すごく大事なことを聞いたな」
という気がします。
そう，TenDokuでは，本を通じて「人に触れる」ことができるのです。
■魅力的な参加者たち
そしてTenDokuには，なぜか魅力的な人が集まります。
初めて参加した時，こんなに魅力的な人たちが鹿児島にいたのかと驚きました。みんな様々な本と
関わってきて，その関わりを自分の言葉で伝えてくれる。すごいなぁと。きっと，本をただ読むだけ
でなく，自分の中にきちんと落とし込んでいるんですね。
わたしもそんな人たちと肩と並べよう。そして，聞き手になにかしらの「気付き」を与えられるよ
うな人になりたい。そのために，読書に主体的に関わっていこうと決めました。
■読書の持つ可能性
それから参加を重ねるうちに，改めて振り返ってみました。自分にとって本とは何だったのか。読
書とは何だったのか。そこで，これまで出合ってきた本が今の自分を形成しているということに気付
きました。つまり，これから読む本は未来の自分をつくっていくということ。これは慎重に選ばなけ
ればいけないと思いました。そして同時に，読書の計り知れない可能性が見えてきたのです。
何を食べるかと同じように，何を読むかが人をつくります。そういう意味で，これからTenDoku
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で紹介していく本は，きっと，自分の成長の軌跡を描いていくはずです。［TenDoku,2010］
テンドクでは，この読書会を基盤として，新しい取り組みを広げつつある。その一つが｢TenDoku市場」
である。これは2010年１０月に奄美大島で起きた集中豪雨災害に対する支援として取り組まれた活動で，被
災した小中学校に図書カードを送ろうというものであった。この活動が通常の不要図書の寄贈や募金活動
と異なっていたのは，テンドク形式の読書会で本をチャリティオークションにかけるという方法を採った
ことである。こうして，本を提供した人の読書経験に対して積極的に共感を表明することが被災地への寄
付に結びつくことになった。これは，読書経験の共有を趣旨とするテンドクの方法が生かされた一つの例
と言えよう。
テンドクを基盤として取り組まれているもう一つの活動が，「天文館図書館」である。「天文館図書館」
は，天文館周辺のカフェに「一口館長」が自分のお薦めの本を置いてもらい，カフェの客に自由に閲覧し
てもらうという取り組みである。カフェの客は，一口館長の人となりや本に対する思いに触れつつ，本を
手に取ることになる。このようなカフェが天文館全体に広がることで，天文館一帯のカフェが本好きの人
の交流の場になることが期待されているのである。これもまた本を通じた人とのふれあいを目指すテンド
クの発展型と言うことができるだろう。
4-3．TenBiz-天文館ビジネストークセッション（テンビズ）
テンドクが幅広い読書体験を共有する場として位置づけられていく一方で，永山さんがそもそもテンド
クを始めたときのもくろみ，すなわちビジネスに関するスキルアップの場を作るという意図をより強く反
映する活動として始められたのが「TenBiz-天文館ビジネストークセッション」（テンビズ）である。テ
ンビズとは，若手社会人や学生を主な対象とする学習会で，「鹿児島のビジネスを根っこから盛り上げよ
う！」というコンセプトの元で活動している。
この学習会の大きな特徴は，実在する組織・団体が抱えている課題を題材として，その問題解決法を提
案することを目指すという形式である。ただ単に学習会に招聡した講師の教えを受けるだけではなく，現
実にある課題に対して適用可能な水準の答を示すという目標を設定することによって，参加者の学習の水
準を高めるだけでなく，課題を抱えた企業や団体に対する直接的な貢献をも目指しているのである（表
ｌ）。
この学習会が成果を上げた最も顕著な例が，広告のコンテストである「販促会議賞」で最終審査への進
出を果たしたことであろう。「販促会議賞」は（株）宣伝会議が主催する広告案のコンテストで，応募者
は大手広告代理店をはじめとする広告政策のプロが中心である。2010年の応募総数は2177作品で，最終審
査に残ったのは50作品であった。この中にテンビズで作成した広告案が選ばれたのである。この成果が意
義深いのは，テンビズでこの広告の作成に携わったのが，それまで全く広告は販促の経験を持たなかった
素人集団であったというところにある。講師の指導はあったものの，この素人集団が短期間に数度のワー
クシヨップを経験しただけで，プロにも匹敵する水準のプランを作ってしまえたのである。これは，普段
の仕事では出会うことのないような様々な分野のビジネスマンと大学生が一つのテーマに沿ってアイデア
を高め合うというパフォーマンスの高いチーム運営が実現していたことを示している。ProjectBased
Leamingの顕著な成功例と言うことができよう。
このほかにも，鹿児島県のプロサッカーチームであるＦＣ鹿児島からツイッターの活用策を考えてほし
いという依頼を受けて，単に選手にツイッターの利用法を教えるのではなく，ツイッターを活用したファ
ンコミュニティ創出のプロジェクトを提案している。これは選手がツイッターの活用度を競う「Twitter
チャレンジカップ」として実行に移されて，情報発信の動機付けになっただけでなく，ツイッターを通し
－７８－
鹿児島における新しいソーシャルビジネス：鹿児島天文館総合研究所Ten-Lab
表１これまで開催されたテンビズのテーマ（２０１１年１０月まで分）
2010年
lH26I-l
２月１７日
３jj24Fl
４月１４日
４月l７Ｈ
５月２６日
６月９１１
８月241］
９月21F’
１０月７日
2011年
１月１０日
３月２１Ｈ
５月１５日
６月１８１１
７月１０日
７月24日
７月30ロ
８月７日
10月８１１
10月16日
テーマ
ファイナンストークライブ「ＪＡＬはなぜ潰れたか」「サントリーとキリンの比較：
｢最強の営業ツール作成ワークシヨップ～名刺で考える自分ブランド構築術～」
TenBiz×TwitterTwitter活用法勉強会
｢アイデアをカタチにする～かえる文庫を参考に～」
｢TenBiz×Music～人のチカラ音のチカラ～」
｢TenBiz×島なぴ学生隊～離島振興を考える～」
｢TenBiz×KOSHIKIARTPROJECT」
｢TenBiz×落語～笑いのプロに学ぶもの～」
テーマ
販促会議賞チャレンジｉｎ天文館
東日本大震災復興アイデア会議ｉｎ天文館
企画力向上チャレンジｉｎ天文館
TenBiz×萌えビジネス
ＴｅｎＢｉｚ×現代アート甑アートプロジェクト
ＴｅｎＢiｚご報告：TenBiz×場づくり力TenBiz企画会議
ＴｅｎＢiｚご報告：TenBiz×販促会議賞チャレンジ
ＴｅｎＢｉｚ×教育問題リアル熟議ｉｎ鹿児島２０１１
TenBIz×長期投資草食投盗隊 セミナー
TenBiz×かごしま水族館
盗料：テンビズウェブサイト（http://www,tenbizorg/）
た選手とファンとの交流の促進にもなった。また，コンサートチケットがなかなか売れないという楽団の
悩みを受けてチケット販促プランを作成したり，束Ｈ本大震災復興支援プロジェクトの提案を行ったりも
しており，これらは全て実行に移されている。このように，テンビズは学習会を個人のスキルアップとい
う自己完結型の活動にとどめず，積極的に社会につながることで地域貢献をすると同時に，参加者の学習
経験をいっそう深いものにすることに成功しているのである。
4-4．FromKagoshimaProject
FromKagoshimaProject（FKP）は，東日本大震災の復興支援を目指して始められた活動である。被
災地から離れた鹿児島で取り組める活動として，募金など金銭的な支援を長期間持続的に行える仕組みと
して考えられたものである。このために，鹿児島で生活することがそのまま被災地支援につながることを
目指して，商店や企業の売上の一部を支援金として寄付する仕組みを提案している。
ここでは，企業・商店にＦＫＰへの賛同商茄・サービスを指定してもらい，その売り上げから一部を寄
付してもらう。企業・商店は被災地支援への取り組み姿勢をアピールする機会になり，支援に意欲のある
消費者を引きつけることができる。同時に消費者は鹿児島での消費生活を通じて被災地支援に協力するこ
とができる。いわゆるコーズ・マーケティングを企業単独でなく，地域的広がりをもった統一キャンペー
ンとして行おうという取り組.みである。2011年11月現在このプロジェクトには35の企業・商店が賛同して
おり，ＦＫＰではイベントや広報を行いつつ，支援の輪を広げる活動を行っている。
4-5．テンラボと他のソーシャルビジネスとの違い
ここまでテンラボの４つの活動を紹介してきたが，他のソーシャルビジネス団体とは活動のあり方に異
なった特徴があるように思われる。
－７９－
TenBizの社会的意義
幅広い分野の活動的人材のネッ
一般的なソーシャルビジネス団体では，特定の社会課題に焦点を置いてその解決を目指すことが目指さ
れることが多い。たとえばホームレスの生活支援であったり，地域の環境保全であったりというように
具体的な地域課題の認識が先にあり，その問題への対応を進めるために活動を編成するという形になって
いる。ところが，テンラボでは，このような具体的に解決すべき課題とするターケットは存在しない。強
いて言えば鹿児島の活性化であるが，そのイメージは抽象的で暖昧である。テンラボでは地域貢献が意識
されているが，その具体的な内容は未定義のままにされているのである。そしてこのことがテンラボの活
動の柔軟‘性につながっているように思われる。テンラボでは，自分たちの得意分野は「コミュニティづく
り」であると認識されている。そして，その手法は地域社会や企業組織など広範な領域で活用できると考
えられている。特定の課題を解決するという形の問題意識があるのではなく，「街が楽しくなる．元気に
なる仕組み」を地域全体に細かく埋め込んでいくことで，人々の地域への愛着を深め，活動を活‘性化し，
それを通して地域全体の底上げを実現しようとしているのである。
4-6．テンラボの運営
以上のような活動を行っているテンラボであるが，その活動資金はどのようにまかなわれているのであ
ろうか。現在，テンラボの資金の中核はテンビズの運営によっている。テンビズは有料の学習会であり，
その参加料が最も大きな収入源である。最近はこれ以外にテンビズに関係する企業・団体等からのコンサ
ルティング収入やそれ以外の活動から派生した仕事の依頼からの収入がある。つまり，テンラボの活動で
得られた成果を企業等に還元することや，そこで培われたコミュニティを介して入ってくる仕事がテンラ
ボの活動を支えているのである（図２)。
トワークを作り、
新たな価値を生む機会を提供している
このようなテンラボの収入の作り方は，本稿の冒頭で紹介したソー シャルビジネスの事業収入のあり方
とは異なった特徴があるように思われる。つまり，前述した事例では，ビッグイシュー の販売のように，
?
??
ニーズ聞き取り
－
ソリューション
の提案
各分野の
プロフェッショナル
ニーズを抱えた
企業･団体等
テンラボ･スタッフ
提示
ＴｅｎＢｉｚ
地域総合研究第39巻第１．２号合併号(2011年）
企画やCRMなどに手が回らない企業や団体に
ユニークな企画を提案・支援でき、それが地域
企業の活性化につながる
出所：富漂（2011）
－８０－
鹿児島の若者の向上意欲・活動
地域人材の底上げにつながる
意欲を満足させ、
参加賀 実践的経験
の提供
図２テンビズの仕組みと社会的意義
受謂者(スキルアップを目指す社会人･大学生）
鹿児島における新しいソーシャルビジネス：鹿児島天文館総合研究所Ｔｅn.Lab
社会貢献事業それ自体が直接的に収益を生み出す形で編成されていたのに対して，テンラボでは，事業の
副産物。すなわち学習活動の結果や読書会で作られたコミュニティが間接的にビジネスのタネとして作用
しているように思われるのである。テンラボでは，テンビズの学習会収入以外には事前に設計された収益
源を持っていない。４つの非収益事業を行うことで発見したビジネスチャンスをアドホックに拾い上げて
収入を作っているのである。テンラボが安定的な事業体を目指す場合，このような方法で収入を得続けら
れるかには疑問の余地があるが，少なくとも現時点においては，事業領域を明確に定義せず，アメーバの
ように不定形のコミュニティの中にある多様な智恵や情報をうまく活用することが，テンラボの活動力の
源泉になっているように思われる。言い換えると，異質なタイプのネットワークをテンラボの周りに幾重
にも張り巡らせることで，ネットワークから得られる知識や人材の協力を多様なものとし，そこから当初
は全く気づかなかったようなビジネスチャンスを発見するというプロセスが成立しているように思われる
のである。このようなビジネスチャンスの発見とその実現には，テンラボのメンバー，とりわけ理事長の
永山さんの能力が強く関与していることは疑えないところである。
５．まとめ
本稿では．鹿児島に生まれた新しいタイプのソーシャルビジネスとして，テンラボの活動を紹介した。
テンラボは活動を始めてから日が浅く，今後そのあり方が大きく変わっていくことも考えられる。最近で
は，大学生のインターンシップを受け入れ，学生との交流を進めることで，大学生の自己形成や就業支援
にも積極的に関与しようとする動きも見られている。テンラボが自らが形成・蓄積する関係‘性を利用しな
がら自らのあり方を換えていこうという志向を持っている以上，今回の紹介は，あくまで現時点でのス
ナップ写真にすぎない。今後この活動がどのような発展を遂げるのかは，鹿児島の地域活動のあり方を考
える上で非常に興味深いことである。しかし，もっと本質的なことは，我々が地域振興の当事者として，
このテンラボのような活動を育てるにはどうすればよいか，テンラボが持つ知識や能力をどのように活用
できるかを考えるということにあるように思われる。
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